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3. 研 究 会










































































































































it- (京大 ･理)･荷田英士 (地獄谷野殺
公苑)
2)形憤班 :生体計測の結果




松林沼明･千菜敏郎 ･竹中 修 (京大 ･詔




大洋 済 ･原 文江 (京大 ･田長研) ･佃
弘子(大阪市大 ･理)･大rI義人く阪大 ･医)
5)迫伝班:迫伝学的にみた^群とC群





































皿取 庶人 (東大 ･散在)
3) エソロジイの靭点からみた新生児 ･乳児の発適
応m m三 (神戸大 ･医)
4) マウスの生班行動とフェロモン













































1)宝 川 端 久 (大阪市大 ･理)
こホンザル脱山群におけるコザルの発達と母子
関係
2)長谷川 蒋 - (東大 ･文)
芯宕山邦一群の ｢みなしご｣の発達過程の特殊
性
3)1長谷川 共理子 (東大 ･理)
遊び行動の発達 高宕山第-群の観察から
4)根ケ山 光 一 (阪大 ･人科)
飼育ニホンザルにおける出産直後の母子関係
5),n 川 多茄子 (阪大 ･人科)
隔離飼育ニホンザルの行動発達
6)向 徽 弘 (阪大 ･人科)
ニホンザルにおける初期発達段階




岡 宏子 (聖心女子大 ･文)
川辺 武男 (大阪市大 ･理)
四郎 顕蓮 (同志社大 ･エ)
水原 浮城 (東京良工大 ･堤)
8)東 滋 (京大 ･霊長研)
村 松 正 敏 (マカク研)
ニホンザルの光殖糊をめぐる生態学的開成
討論者 干葉 敏郎 (京大 ･SB長研)
河合 雅雄 (京大 ･詔長研)




討論者 岩本 光雄 (京大 ･惑長研).
10)只 野 柳 (名大 ･医)
只 野 正 志 (肢大 ･教養)
喝乳類の卵子形成一成熟現象を中心にして
ll)麻 生 武 志 (京大 ･医)
Raboonの生殖機能とpro】actiTlについて
12)田 村 食 (自治医大)
メスニホンザルの夏期不妊 (無排卵)の成因に
関する内分泌学的研究
13)榎 本 知 郎 (東海大 ･医)
ニホンザルのステロイド･ホルモンの血中汲皮
の変動と性行動について
































































変異 (話題 5,7,8)など多岐にわたった｡話題 5以下
は.詔晶析以外の動物についておこなわれている研究で
あるが,今後,詔長和学の分野においてもとり入れて然
るべき方法論の捉示があった｡
正長郡の周以下のレベルにおける系統学.分熱学にお
いて.特に生化学的氾伝変異を標識としてこの間屈を追
究している研究者から.従来の主として形態学的な分類
から予想される種分化に比して,蛋白分子の分化が著ろ
しく少ないことが指摘されている.話題1もそれを確認
したものであるが,何故かような結果となるのかは充
分に吟味されなければならない｡単に詔長類の分封が
over-splitingになっているだけなのか.あるいは,適応
と閃姐の深い形博学的分化と分子進化とが速度に韮邦を
生じるような生物学的理由があろのか.が閃皿である｡
この間屈についても*研死会において活死な江見の交換
があった｡ く野沢)
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